
（１）市民参加の実施内容

市が考える
市民等への影響

〈メリット〉性別等、国籍、障害の有無などにかかわらず、個々の人権が尊重され、誰もが自分らしく暮らせる。
〈デメリット〉なし

正式名称

審議会：各委員からの専門的な御意見や、今までの経験に基づく御意見を頂くことができた。
パブリックコメント：多様性を尊重することはすべての市民にかかわることから、広く御意見を頂くことができた。
　　　　　　　　　　御意見を踏まえて条文の修正を図ったほか、条文の修正に基づき条例の解説についても、多様性への理解を深めるため分かりやすい表現や、説明の追加を検討することができた。

市民参加の方法を選択
した理由・実施時期
（流れ）を選択した理
由

・多様性を尊重する社会の起点には、男女共同参画の推進があることから、男女共同参画審議会に諮るもの。
・多様性を尊重することはすべての市民等に関わることなのでパブリックコメントを実施するもの。

⑪その他特記事項

結果　（途中・終了）
令和５年４月１日時点

担当課（企画政策課）

２　市民参加の手続　実施結果について

タイトル （仮称）流山市多様性を尊重する社会推進条例の制定について

（仮称）流山市多様性を尊重する社会推進条例の制定について

市民参加の手法 ①開催告知日 ②募集期間 ③受付方法 ④開催日・場所等 ⑤対象者・人数等

概　要 多様性を理解し、個々の人権を尊重する社会を目指し、基本理念を定め、市の責務、市民等の役割を定め、基本的な施策等を定めるもの。

市民参加の
実施結果を
踏まえた担
当課の意見

⑥委員構成 ⑦結果の公表 ⑨意見の反映 ⑩工夫したこと⑧市民参加手続実施後の検証

ー

各審議会の議事録
（資料を含む）を
ホームページ及び情
報公開コーナーで公
表

委員数　１２名

意見提出者　２１名
意見数　８８件

●
意見を反映した
（案を修正し
た）

男女共同参画
審議会

令和４年
ホームページ及び広報
５月１１日号
６月１１日号
７月１日号
７月２１日号

ー

審議会委員の構成
公募の市民等　４名
関係団体　６名
学識経験者　２名

ー

令和４年
第１回（諮問）
５月１６日　市役所庁議室
第２回
６月２０日　市役所庁議室
第３回
７月７日　市役所委員会室
第４回（答申）
７月２５日　市役所庁議室

パブリックコ
メント

広報１１月２１日号及び
ホームページに掲載

意見募集期間
令和４年１１月２１日から
１２月２０日まで

・郵送
・直接持参
・ファクス
・電子メール

令和４年１１月２１日から
１２月２０日まで各施設に
条例（素案）を配架
条例（素案）配架場所
・企画政策課窓口
・情報公開コーナー
・出張所　・公民館
・福祉会館　・図書館
・生涯学習センター
・ケアセンター
・障害者福祉センター
・児童発達支援センター
・さつき園
・国際理解サポートセン
ター　 （計３５か所）

・障害者団体へ個別通知を配
付したことからも、多くの方
から御意見を頂いた。
・条例（素案）の解説につい
ても多くの御意見を頂いたこ
とから、条例の理解を深める
ため、より分かりやすい表現
や、説明の追加を行うことを
検討した。

条例（素案）に対す
るご意見と市の考え
方をホームページで
公表
（令和５年２月１０
日～）

ー案を修正しな
かった

その他

●
意見を反映した
（案を修正し
た）

ー

案を修正しな
かった

その他

・実施の周知にあたり、市内障
害者団体へ個別通知と資料配付
を行い、併せて障害者向け施設
への配架場所を追加した。
・１２月１０日（土）にキッ
コーマンアリーナで実施した
「パラスポーツフェスタとうか
つ」の参加者向けに配架を行っ
た。

意見を反映した
（案を修正し
た）

ー

案を修正しな
かった

その他

市民参加実施結果シート



（２）実施された市民参加の流れ ＊継続的なもの

審議会開催（条例骨子の作成等）（５/１６・諮問、６/２０、７/７、７/２５・答申） パブリックコメント結果通知

開催日時の公表

審議会の会議録等公表 議決等

素案の作成等 パブリックコメントの結果公表

議会等への説明 パブリックコメント実施（11/21～12/20) 議会等への説明

資料等公表 意見集計・市の考え方作成・市の案等を修正

令和４年度

男女共同参画審議会

パブリックコメント

市民参加の手法
１月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月


